


　預金・貸出金ともに順調に伸張しました。預金は平成25年3月末比125億円の増加となり、総預金残高は3,616億
円となりました。貸出金は平成25年3月末比16億円の増加となり、総貸出金残高は1,756億円となりました。
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預金・貸出金の状況1

平成25年度上半期情報の開示について
平素は、松本信用金庫をお引き立ていただき、誠にありがとうございます。
このたび、当金庫の平成25年度上半期（平成25年4月1日から平成25年9月30日）の
業績をまとめました「平成25年度上半期ディスクロージャー」を作成いたしました。
ご高覧のうえ、当金庫の経営につきまして、
より一層のご理解をいただければ幸いに存じます。

松本信用金庫の経営基本方針

中期経営計画 （平成24年4月～平成27年3月）

基本理念

地域社会の要請に応え、
地域金融機関としての使命と責任を自覚し、
常に地元と共に栄え、
豊かな明るい街づくりに奉仕する。

『第2次しんきん「つなぐ力」発揮2012』
地域の皆さまへの「お役立ち」の経営

～地域の課題解決と持続的発展をめざして～

行動理念

① 会員、顧客に対し、誠意をもって奉仕しよう。

② 和の精神を旨とし、常に業績向上のため前進しよう。

③ 健康で円満な家庭と、楽しい職場づくりに努力しよう。

基本方針

① 「お役立ち」の経営の徹底

② 収益の安定的な確保

③ コンプライアンスの徹底

※本資料の記載金額・比率は単位未満を切り捨てて表示しております。
※記載事項については、監査法人の監査は受けておりません。

15,353 11,886 11,174 18,706 29,331 22,829 54,356 10,383

15,472 11,28111,335 19,099 28,916 25,581 53,672 10,298
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（単位：百万円）

収益の状況2
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　自己資本比率とは、リスクのある資産（リスク・アセット）に対して自己資本がどれくらいあるかを示す重要な指標で
す。当金庫のように国内でのみ業務を行う金融機関は4％以上を維持することが求められております。
　当金庫の平成25年9月末における最低所要自己資本額（4％相当額）は5,654百万円でありますが、現状において、
18,154百万円を有しております。また、自己資本比率は12.84％と基準を大きく上回っており、経営の健全性・安全性
を十分に保っております。
　今後とも、皆さまに安心していただけるよう、自己資本比率の向上に努めてまいります。

　収益は、前年同月（平成24年9月末）と比べ、業務純益において194百万円、当期純利益において501百万円の増益
となりました。引き続き、安定的な収益と経営基盤の強化に向け取り組んでまいります。

（単位：百万円）

項　　　　目
基本的項目
補完的項目
自己資本総額
控除項目計
自己資本額
　資産（オン・バランス）項目
　オフ・バランス取引等項目
　オペレーショナル・リスク相当額を8％で除して得た額
リスク・アセット等計
単体Tier1比率
単体自己資本比率

（A）
（B）

（A）＋（B）＝（C）
（D）

（C）－（D）＝（E）

（F）
（A）／（F）
（E）／（F）

平成25年3月末 平成25年9月末
16,717
577

17,295
ー

17,295
134,036

880
10,374
145,291
11.50%
11.90%

17,582
571

18,154
ー

18,154
130,477

514
10,374
141,365
12.43%
12.84%

自己資本額 単体自己資本比率

● 自己資本比率

● 自己資本額・自己資本比率の推移

平成25年3月末 平成25年9月末

（注）「信用金庫法第89条第1項において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が
適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」に基づき算出しております。なお、当金庫は国内基準を採用しております。

（単位：％）（単位：百万円）

自己資本比率の状況3
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（注）1.時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券については帳簿価額によって記載しております。
　　2.上記の「その他」は、外国証券、投資信託およびその他の証券です。

（単位：百万円）

株　式
債　券
その他
合　計

その他有価証券

満期保有目的有価証券

平成25年9月末

債　券
その他
合　計

5,495
109,137
7,840

122,472

920
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375

2,997
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1,958
404

3,351
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257
28
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12,549
2,231
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542
40
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 ー 
52
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● 有価証券の状況

評価差額 評価益 評価損

含み損益 評価益 評価損時　価

時　価

平成25年3月末

4,758
91,173
9,664

105,596

642
2,386
447

3,475

744
2,516
483

3,744

101
130
36
269

12,960
2,862
15,823

653
△ 54
599

653
49
703

0
104
104

評価差額 評価益 評価損

含み損益 評価益 評価損時　価

時　価

有価証券の状況5

不良債権額 不良債権比率

平成25年3月末平成24年9月末

13,971

8.11

平成25年9月末

● 金融再生法ベースの債権区分による開示　当金庫では、保有する資産（貸出金など）
について、「金融検査マニュアル」に基づいた
厳格な自己査定を実施し、その結果に基づい
て償却・引当を行い、より健全な資産状況を
目指しております。
　開示金額につきましては、平成25年9月末
時点で自己査定を行い、それをもとに債権額
を各開示区分へ反映させております。

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

正常債権

平成25年9月末

平成25年9月末

（単位：百万円）

（単位：％）（単位：百万円）

（単位：百万円）

● 金融再生法開示債権保全状況

● 不良債権残高・不良債権比率（金融再生法ベース）の推移

開示債権額
（a）

区　　　　分 保全額
（b＋c）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
要管理債権
合　計

貸倒引当金（c）担保・保証等（b）
保全率

（b＋c）/（a）
4,697
10,242

96
15,037

4,697
8,866
62

13,626

2,721
5,319
53

8,093

1,976
3,547

9
5,533

100.00%
86.56%
64.78%
90.61%

4,697

96

10,242

161,791

金融再生法に基づく不良債権の状況4

15,03713,587

8.50
7.74

　地域の皆さまからお預かりしたご預金はご融資のほか、安全性や収益性に留意して有価証券で有効に運用してお
ります。






